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都市再生緊急整備地域整の地域整備方針（素案） 

（松戸市） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 
公共施設その他の公益的施設の 
整備及び管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 
整備の推進に関し必要な事項 

松戸駅周辺地域 〔都市再生緊急整備地域〕 

松戸市は、都心から 20㎞圏内と

いう立地により発展した良好な住環

境と、上野東京ライン及び東京外か

く環状道路の開設による交通利便性

を有している。 

 

このような特性を生かし、「働き

方改革」によるライフスタイルの変

化を見据えた多様なワーク・ライフ

を支え、ニュー・ノーマルに対応し

た多機能複合市街地を形成すること

で、東京の一極集中の課題に貢献

し、東京の衛星都市から脱却した

「自立した新しい大都市近郊型都

市」を目指す。 

 

この際、松戸中央公園とその周辺

のみどり豊かな環境を中心に商業・

業務・文化・居住等の多様な都市機

能を整備することにより、仕事と暮

らし、学びと遊びが隔てなくつなが

るライフスタイルを実現する都市空

間を創出する。 

 

併せて、切迫する首都直下地震や

近年多発する記録的豪雨による水害

等、大規模災害のリスク低減等によ

り、災害に強い都市環境を創出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 多様な働き方、暮らし方を可能にする機能の導

入・強化 

・ 都心に近接する立地を活かし、働き方の自由度

を高めるサテライトオフィスやシェアオフィス

などを含めた業務機能の強化 

・ 多様な働き方を支える居住機能と子育て・生活

支援機能の強化 

・ 仕事・暮らし・学び・遊びが隔てなくつながる

ライフスタイルを実現する場として、文化・商

業機能の充実・強化 

 

〇 松戸市が推進するクリエイティブシティの実現

に向けて、インキュベーション機能等を強化 

・ 大学発ベンチャーや文化・芸術・先端テクノロ

ジー等のクリエイターが働く場、交流の場 

・ 地場産業を生かしたビジネス創出の場 

 

〇 旧松戸宿の歴史や坂川の水辺空間を生かし、賑

わいやうるおいをもたらすウォーカブルな都市

空間整備を推進 

 

〇 大規模災害等発生時に松戸駅周辺の被災者や帰

宅困難者の安全を確保する都市防災機能や首都

圏本社の事業継続が可能なバックアップオフィ

ス機能の強化 

 

 

〇 交通結節点として改札外コンコースと自由通路を

統合した利用しやすい改札外通路の整備 

 

〇 鉄道やバスなど各交通機関への円滑な乗換えが可

能な東口駅前広場の整備や駐輪・駐車場の改善 

 

〇 市街地再開発事業とあわせて松戸駅東口から新拠

点ゾーンへの歩行者アクセスを改善する歩行者デ

ッキの整備 

 

〇 防災性や回遊性向上のため、東西を結ぶ経路のバ

リアフリー化及び歩行者デッキの整備 

 

〇 新拠点ゾーンの災害対応拠点の整備と市民ニーズ

に柔軟に対応し、だれもが利用しやすく親しまれ

る市役所機能の再編 

 

〇 平時には多様なアクティビティが展開する人々の

交流の場であるとともに、有時には公共施設と連

携し、被災者や帰宅困難者の一時的な避難場所と

なる松戸中央公園の再整備 

 

〇 新拠点ゾーンにおいて、土地区画整理事業により、松

戸中央公園を中心に商業・業務・文化施設が一体とな

り充実した時間を過ごせる空間の整備 

 

〇 駅周辺においては、市街地再開発事業とあわせて建築

物と公共施設の一体的な整備や高度利用により、商業

の活性化と都市型住宅の供給を促進 

 

〇 新拠点ゾーンから松戸駅西口へとつながるシンボル軸

にふさわしい景観を形成するため、沿道建物の形態、

色彩などを誘導 

 

〇 産官学民が連携したエリアマネジメントの推進によ

り、まちの魅力とにぎわいを創出 

 

〇 ドローン活用のトップランナー都市となるため、産官

学連携により、ドローンに関する先進的な知見を集積

するとともに、災害等有事の際における支援物資等の

輸送手段として、新たに空路の整備に取り組む 

 

〇 クラウドファウンディング等 FinTechの活用による空

き店舗等の有効活用や新規ビジネスの創出を推進 

 

〇 新技術の導入やテレワーク推進のための環境整備、3

密回避や災害時の市民・帰宅困難者等に向けた情報伝

達手段としての IoTの活用など、スマートシティ化の

推進 

 

〇 再生可能エネルギーの活用による環境にやさしい低炭

素化の促進と合わせて、面的で自立したエネルギーマ

ネジメントを検討 




